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城のニュースタンダードを生み出した藤堂高虎の「時代を読む目」
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武将の象徴ともいえる城を造る名人からビジネスのヒントを考えるこのシリーズ。今回は、前回紹介した加藤清正と並んで築
城の名人とうたわれる藤堂高虎をクローズアップします。

高虎は多くの主君に仕えた武将として知られています。浅井長政から始まり、阿閉貞征（あつじさだひろ）、磯野員昌、織田
信澄と続き、豊臣秀吉の弟・秀長からは秀保、秀吉、秀頼と豊臣家の家臣となります。そして関ヶ原の戦いでは東軍に属し
て戦功を挙げ、家康からこれを認められて伊予国（現・愛媛県）で12万石を加増。伊予20万石の領主となりました。

高虎はそれまでも紀伊国（現・三重県）の赤木城、伊予国の宇和島城などで城の建築・改修に携わっていました。しかし築
城の名人としての名を一気に高めたのは、伊予20万石の領主として1602年に築城を始めた今治城です。

今治城は、以降の城のスタンダードとなる画期的な城でした。その特徴の1つが、天守閣です。それまでの天守閣は望楼型
が主流でした。望楼型の天守閣は、入り母屋造りの層を一層あるいは二層と積み上げ、一番上の層に望楼を乗せた形にな
っています。望楼型では入り母屋造りの屋根の真ん中を割って望楼を乗せているため、構造が複雑になります。そのため
工事に困難が伴い、また風や地震に弱く、屋根裏のスペースが必ずできるため空間効率が悪いなどの欠点がありました。

そこで、高虎は新たな型の天守閣を創り上げました。同じ形の層を少しずつ小さくしながら積み上げていく、層塔型の天守
閣です。入り母屋の破風は最上階の屋根にだけ付いている、シンプルな外観です。

屋根を割って望楼を乗せる望楼型と比べ、同じ形の層を積み上げる層塔型は構造が単純で、つなぎ目が少なく、強い造り
にすることができます。また、材木を規格化し、プレハブのように事前に各層ごとに加工しておくことができたため、短い工期
で費用を抑えられることにもなります。

関ヶ原の戦いのあと、新たに所領を与えられた大名が全国の任地で城を造り、「慶長の築城ラッシュ」と呼ばれる事態になり
ます。そこで多く採用されたのが、効率的な層塔型の天守閣でした。以降、高虎の層塔型は天守閣建築の主流となってい
きます。

今治城がその後の城のスタンダートになったのは、天守閣だけではありません。幅の広い堀も、その1つです。

それまでの城は、戦いのときに防御がしやすいよう、山城が多くなっていました。山城は山頂や山腹などに造るため、水を
引くことが難しく、城にめぐらせる堀には深い空堀がよく用いられました。

それが徳川の世になり、領内統治に都合のいいよう、城は山地ではなく平地に多く造られるようになります。平城です。しか
し、戦いになったときのことを考えれば、城から防御の機能を外すことはできません。そこで採用されたのが、幅の広い堀で
した。
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今治城は、瀬戸内海の海岸近くに位置しています。高虎は瀬戸内海の海水を引き入れ、最大70メートルもの幅を持つ堀を
三重にめぐらしました。中心に位置する本丸は、堀に囲まれた島にあるようなイメージです。平地にある、幅の広い堀に囲ま
れた城というスタイルも、これを機に主流になっていきます。

政治面でも先見の明に長けた藤堂高虎… 続きを読む
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